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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 1

開設当初に設けられた基本理念、ケア理念を朝の
申し送り時に唱和しているが、長いため日々念頭に
おいてケアすることが困難。

理念の集約された言葉をみつけ、常に念頭に置
いてケアを行う。

職員の全体会議において、基本理念及びケア理念
を再検討し、これらをより網羅し集約簡素化された
言葉を考える。（直近３月１４日の全体会議で話し合
い実行する。）

３ヵ月

2 4

運営推進会議にはご家族の代表のみの参加であっ
た。議事録に関してホームでの開示のみであったた
め、ご家族への周知が手薄であったため、ご意見な
ど伺う機会が無く意向が反映されにくい。

ご家族の意向や助言がより反映され、入居者様
にとってより良い環境づくりができる。

運営推進会議は広くご家族へ出欠をもってご案内
し、欠席者には議事録を送付し、常にご意見ご助言
を頂ける様にする。（全ご家族に向け、２８年度第６
回の議事録を３月９日に発送。２９年度第１回運営
推進会議より、出欠確認のあるご案内をする。４月
第１週に発送予定）

１年

3 23

きっかけがつかめず会話がすぐに終わってしまう。
入居者様の意向や思いを把握するための材料が少
ない。

入居者様の心の声に傾聴し、意向を把握するこ
とで、心豊かに過ごして頂く。

アルバムなどなじみのある品を持ち込んでいただ
き、忘れている過去等紐解くことで、入居者様の意
向や思いを把握する。 １年

4 2

諸事情により計画倒れ、地域に幼稚園という素晴ら
しい環境にあるのに有効に活用できておらず、地域
に溶け込めていない。

外に向かって行動を起こし、地域の皆さんに認
識していただくことで、安心して過ごせる環境を
つくる。

幼稚園の子供たちとの接点づくりに、園関係者様と
連携を図り、発表会の総練習に参列させていただ
く、公園などで合流させていただく、ホームの菜園の
収穫期にきていただくなど計画する。

１年

5 6

防犯・徘徊の防止に１Fの入り口を施錠している。入
居者様にとって閉じ込められている感があるとした
ら、身体拘束ということになってしまう。

入居者様・ご家族・地域のみなさまのために開
錠したい。

あらゆるリスクを考慮し、運営推進会議において、ご
家族のご意見、市の介護保険係り様のご意見、推
進会議運営委員の方々のご意見をうかがい、話し
合って慎重に対処する。 ６ヵ月

6 35

避難訓練は行っているが、想定が一様で地域のみ
なさんの参加がない。

火災に加え、地震なども想定し、地域のみなさん
の参加のもと訓練を行い、実際の災害時に備え
る。

目標である地域のみなさんの参加が得られるよう、
運営推進会議の日程で避難訓練を行い、消防や警
察にも参加声掛けし参加願っていく。日常的にも、
掛け声で反応して行動できるよう、日課に取り入れ
ていく。

１年

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画

株式会社マルシェ研究所


